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 方 法 
 7カ月齢のSprague-Dawley系雌ラットを以下の4群に分類した。 
 1. 偽手術施行(n=8)：Sham群 
 2. コラーゲン感作＋偽手術施行(n=9)：CIA群 
 3. 両側坐骨神経切除(n=9)：NTx群 
 4. コラーゲン感作＋両側坐骨神経切除(n=9)：CIA+NTx群 
 関節炎の評価：キャリパーを用いた後肢腫脹の計測と足部X線像による骨関節破壊の評価
（関節炎スコア）を2週毎に行い、関節炎の推移を評価した。 



































 結 論 
 坐骨神経切除はCIAラットにおける関節炎を抑制するが、骨量には影響を及ぼさなかった。
関節炎の抑制は、神経麻痺によって関節への力学的負荷が減少したためと考えられた。 
 
